
●移行措置の実施年度

●移行措置の内容
　移行措置には現在の教科書に対して追加されるものと削除されるものがあります。この冊子で
は，追加される項目について，解説・まとめ・問題を掲載しました。学校で，移行措置の内容を
学習するときに，お役立てください。

●移行措置とは？
　学校の勉強は，文部科学省が定めた「学習指導要領」を基準に行われていますが，これが2012
年度から新しい内容になります。現在の「学習指導要領」から「新学習指導要領」に移行するに当
たって，学校で行われる授業では，2009年度から３年間に，現在の教科書と補助教材を使いなが
ら，徐々に新学習指導要領の内容を取り入れていきます。これが移行措置です。ただし，2010年
春，2011年春に受験する人は，この冊子を学習する必要はありません。また，本冊P.80～83の
「19・円」は，学習する学年が2010年度以降，中学３年に変更になっています。
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○は追加や削除がある場合，×は追加や削除がない場合を示しています。



学習日　　月　　日

注 �2010年春，2011年春に受験
する人は，この単元を学習
する必要はありません。

正答数

15問中解答 p.15

� 完全攻略　中1・2の総復習　数学� 完全攻略　中1・2の総復習　数学

11

●四則計算の可能性
自然�数の範囲 加法と乗法はいつでもできる

が，減法と除法はいつでもできるとは限
らない。

整数�の範囲 加法，減法，乗法はいつでもで
きるが，除法はいつでもできるとは限ら
ない。

　 が 5， が 1 のとき，

　　　 ＋  → 5 ＋ 1 ＝ 6（自然数）

　　　 －  → 5 － 1 ＝ 4（自然数）

　　　 ×  → 5 × 1 ＝ 5（自然数）

　　　 ÷  → 5 ÷ 1 ＝ 5（自然数）

　　 が 1， が 5 のとき，

　　　 ＋  → 1 ＋ 5 ＝ 6（自然数）

　　　 －  → 1 － 5 ＝－4（自然数ではない）

　　　 ×  → 1 × 5 ＝ 5（自然数）

　　　 ÷  → 1 ÷ 5 ＝ 0.2（自然数ではない）

●集合
集合…�その集まりの中に入るものと入らない

ものがはっきりしている集まり。
�　自然数全体の集まりを，自然数の集合とい

うことがある。

●数の集合
自然数�の集合…正の整数（１, ２, ３,…）のこと。
整数の�集合…自然数，０，負の整数をあわせ

たもの。
分数の�集合…分数で表され

る集合（小数や整数
も分数に直せるから，
分数と考えることが
できる）。

数の集合と四則

1 	（四則計算の可能性）　加法，減法，乗法，除法（ただし，0で 
わることを除く）の計算が，いつでもできるのは，数の集合が，次

のうち，どの場合です

か。いつもできるとき

は○，いつもできると

は限らないときは×を

解答欄に書きなさい。

2 	（数の集合）　次の数が下の集合のどこに入るか答えなさい。

　3，－7，0.5， 4
7 ，－3.2，0，－0.08，－ 1

3

　⑴　自然数の集合� （ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　⑵　整数の集合� （ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　⑶　分数の集合� （ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

1
　�具体的に代入して考え
よう。

2 �

整数は，負の整数と 0
と正の整数の集まりで，
正の整数を自然数とい
う。

整数・自然数

加 法 減 法 乗 法 除 法
自然数
整　数
分　数

分数
整数
自然数



学習日　　月　　日

注 �2010年春，2011年春に受験
する人は，この単元を学習
する必要はありません。

正答数

９問中解答 p.15

3完全攻略　中1・2の総復習　数学 3完全攻略　中1・2の総復習　数学

2 大小関係を表す式

●不等式
不等�式…不等号「＞」「＜」などを使って数量の

間の大小関係を表した式。
左辺�，右辺…不等式でも，不等号の左の部分

を左辺，右の部分を右辺という。
�　xを 2 倍して 3 加えた数は 5 より大きい

　 2x＋ 3 ＞ 5

重重
要 aが bより大きい� �a＞ b，b＜ a
aが bより小さい� �a＜ b，b＞ a
aが b以上� �a≧ b，b≦ a
aが b以下� �a≦ b，b≧ a
aが b未満� �a＜ b，b＞ a
※以上や以下はその大きさが含まれる。

1 �（不等式の関係①）　次の数量の関係を不等式で表しなさい。
　⑴　aの 3 倍と 5 との和は 300 より大きい。
� （ 　　　　　　　　　　　 ）
　⑵　aに bを加えると 4 より小さい。
� （ 　　　　　　　　　　　 ）
　⑶�　xの 2 倍は yと 6 の和より大きい。
� （ 　　　　　　　　　　　 ）

2 �（不等式の関係②）　次の数量の関係を不等式で表しなさい。
　⑴　xは 8 以上の数である。� （ 　　　　　　　　　　　 ）
　⑵　aの 4 倍から 3 をひくと 12 以下である。
� （ 　　　　　　　　　　　 ）
　⑶　mの 2 倍から 10 をひくと n未満である。
� （ 　　　　　　　　　　　 ）

3 �（不等式の関係③）　次の数量の関係を不等式で表しなさい。
　⑴�　x円のノート 3 冊と y円の鉛筆 5 本を買って，500 円を支払う

とおつりがあった。� （ 　　　　　　　　　　　 ）
　⑵�　1m のテープから acm のテープ 5 本とると余りがでた。
� （ 　　　　　　　　　　　 ）
　⑶�　12km の道のりを分速 am で進んだときにかかった時間は b時

間より長かった。� （ 　　　　　　　　　　　 ）

1 �

2 �

a＜ b�
�…�aは bより小さい
a＞ b
�…�aは bより大きい

不等号

a≧ b
�…�aは b以上
�　�（bも含む）
a＞ b
�…�aは bより大きい
�　�（bは含まない）
a≦ b
�…�aは b以下
�　�（bも含む）
a＜ b
�…�aは b未満
�　�aは bより小さい
�　�（bは含まない）

以上・以下・未満

2



学習日　　月　　日

注 �2010年春，2011年春に受験
する人は，この単元を学習
する必要はありません。

正答数

12問中解答 p.15

4 完全攻略　中1・2の総復習　数学4 完全攻略　中1・2の総復習　数学

33 比と比例式

●比と比の値
あたい

a：bの比の値… ab　（aを bでわった商）

比 a：bでは，aや bに同じ数をかけたり，a
やbを同じ数でわったりしてできた比は等しい。
また，a：bで表された比で，aを bでわった
商abを比の値という。

�　
　　3：5 ＝ 6：10� �18：12 ＝ 3：2

　　3：5 の比の値… 3
5 �� �18：12 の比の値… 3

2

●比例式

�　3：5＝x：2　 　3
5 ＝x2 　 　3×2＝5×x

比の式 a：bで，「：」の前にあ
る項 aを前

ぜん

項
こう

，後にある項 b
を後

こう

項
こう

という。また，a：b＝
c：dの式があるとき，aと dを外項，bと c
を内項という。比例式 a：b＝ c：dでは，左
辺の比の値がab，右辺の比の値がcdより，ab＝
c
dだから，ad＝ bc

●比例式を含む方程式の解き方
①�左辺，右辺の比の値を考えていく。または，

内項と外項の積が等しいことを利用する。
②�整理したあとは，ふつうの 1 次方程式の解

き方で解いていく。

1 �（簡単な比）　次の比を，もっとも小さい自然数の比で表しなさい。

　⑴　15：20� ⑵　2.4：12� ⑶　35
6 ：14� ⑷　1.5： 3

4
　　�（ 　　　 ）　��（ 　　　 ）　　　�（ 　　　 ）　　���（ 　　　 ）

2 �（比の値）　次の比の値を求めなさい。

　⑴　4：9� ⑵　10：15� ⑶　4.8：1.6� ⑷　 2
3 ： 3

4
　　�（ 　　　 ）　��（ 　　　 ）　　　�（ 　　　 ）　　���（ 　　　 ）

3 �（比例式）　次の比例式を解きなさい。
　⑴　3：8 ＝ x：4� ⑵　x：4 ＝ 1.2：6
� 　　　　（ 　　　　　　　 ）� 　　　　　（ 　　　　　　　 ）

　⑶　10： 5
3 ＝ x：2� ⑷　6：2.4 ＝ 9

4 ：x

� 　　　　（ 　　　　　　　 ）� 　　　　　（ 　　　　　　　 ）

1
�⑵�小数があるので，10
倍してから考えよう。

�⑶�分数があるので，分母
をはらってから考えよ
う。

3 �

⑴� 3
8 ＝x4

　または，3×4＝8×x

a：b＝ c：dのとき，

①比の値ab＝cd
②ad＝bc

を利用する。

比例式の解法

重重
要 a：b＝ c：d　 � ad＝ bc

� �（外項の積と内項の積は
等しい）外項

内項

� a� ：� b
� ↑� � ↑
� 前項� � 後項

× 2 ÷ 6

× 2 ÷ 6



学習日　　月　　日

注 �2010年春，2011年春に受験
する人は，この単元を学習
する必要はありません。

正答数

５問中解答 p.15

�完全攻略　中1・2の総復習　数学 �完全攻略　中1・2の総復習　数学

4

●関
かん

数
すう

ともなって変わる 2 つの変数 x，yがあって，
xの値を決めるとそれに対応して yの値が
ただ 1 つ決まるとき，yは xの関数である
という。

1 	（関数①）　次の問いに答えなさい。
　⑴　変数 xと yが次の関係をみたすとき，空欄をうめなさい。
　①　y＝ 3x

　②　y＝－2x＋ 3

　③　y＝ 2x2

　⑵　⑴の①～③のうち，yが xの関数であるものを選びなさい。
� （ 　　　　　　　 ）

2 	（関数②）　①～⑦のうち，yが xの関数であるものを選びなさい。
　①　半径が xcm の円周の長さは ycm である。
　②�　1mのテープからxcmを切り取ったテープの残りの長さはycm�

である。
　③　身長 xcm の人の体重は ykg である。
　④　定価 500 円の本を x冊買ったときの代金は y円である。
　⑤　時速 200km の新幹線が x時間に進んだ距離は ykm である。
　⑥　長方形の縦の長さが xcm のときの面積が ycm2 である。
　⑦　1 辺が xcm の立方体の体積が ycm3 である。
� （ 　　　　　　　　　　　 ）

1 �⑵�

ともなって変わる 2 つ
の変数 x，yがあって，
xの値を決めるとそれ
に対応して yの値が
ただ1つ決まるとき「y
は xの関数である」と
いう。2 つ以上あると
きは，「yは xの関数
である」とはいわない。

関数とは

4 変化と関数

�　y＝ 2x	 	 たとえば，x＝ 5 に対して，

　　　　y＝ 10 だから，yは xの関数である。

　　x＝ y2	 	 たとえば，x＝ 16 に対して，

　　　　�y＝ 4，－4 の 2 つが考えられるから，

yは xの関数ではない。

x 1 2 3 4 7
y 15 18

x －3 －2 －1 0 1 2 3
y

x －3 －2 －1 0 1 2 3
y

2 �
意味を考えたり，式を立
てたりして，考えてみよ
う。
③�身長が同じでも体重が
異なる人は何人もいる。

⑥�縦の長さが決まっても
横の長さによって面積
はいろいろ変わる。



学習日　　月　　日

注 �2010年春，2011年春に受験
する人は，この単元を学習
する必要はありません。

� 完全攻略　中1・2の総復習　数学� 完全攻略　中1・2の総復習　数学

5

●図形の移動
移動…�形や大きさを変えずに，ある図形を他

の位置へ移すこと。
●平行移動

平行移�動…平面上で，
図形を一定の
方向に，一定
の長さだけず
らして，その
図形を移すこ
と。

●回転移動
回転移�動…平面上で，図形を 1 つの点Ｏを中

心として，一定の角度だけまわして，
その図形を移すこと。

回転の�中心…回転移動をしたとき，中心とし
た点Ｏのこと。

●対称移動
対称移�動…平面上で，図形を 1 つの直線 lを�

折り目として，折り返してその図形を
移すこと。

対称の�軸…対称移動をしたとき，折り目とした
直線lのこと。対応する点を結ぶ線分は
対称の軸によって垂直に 2 等分される。

●移動の合成
平行移動，回転移動，対称移動の 3 つを適当に
組み合わせて使うこと。この 3 つを使うと，図
形はどのような位置にでも移すことができる。

図形の移動5
★「線対称，点対称」➡本冊24ページも参照のこと。

  平行移動（ずらす），回転移動（まわす），対称移動（裏返す）を
どう組み合わせていくかを考えます。動かす順序は考えやすい方法
で決めていきます。
 （例）  対称移動（△AB' C）

　　　　  →回転移動（△AB'' C' ）
　　　　  →平行移動（△PQR）

図形が裏返しになって
いるときは，対称移動
が必要になる。

裏返しの図形
　次の直角三角形 ABCをどのような順序
に移動したら，直角三角形 PQRに重ね合
わせることができますか。移動の順序を説
明しなさい。ただし，最初に対称移動をさ
せます。

移動の合成

　左の例題で，直角三角
形 ABC を頂点 A を回
転の中心として 180度回
転させてから，平行移動
して，頂点 Aを頂点 P
に重ねた。あとどういう
移動をすれば，直角三角
形 PQRと重なりますか。

解答 p.15

対称移動

平行移動

対称の軸

l

P

P

A A

B
BC CO

O

R R

Q

Q

60 度の回転移動
点対称な図形

B
Q

PC

A

R

C

B B′

B″

C′A

Q

P R

90度
回転

平行
移動

90度
回転

平行
移動

対称
移動
対称
移動



正答数

9問中解答 p.15

�完全攻略　中1・2の総復習　数学 �完全攻略　中1・2の総復習　数学

1 	（平行移動）　次の問いに答えなさい。
　⑴�　下の図の三角形 ABC を矢印の方向に，矢印の長さだけ平行移

動させてできる三角形 PQR をかきなさい。

　⑵�　⑴について，対応する点を結ぶ線分を考えるとき，線分 AP と
等しい長さの線分はどれですか。また，線分 AP と平行な関係に
なっている線分はどれですか。

� 長さが等しい線分（ 　　　　　　　　　　　 ）
� 平行な線分　　　（ 　　　　　　　　　　　 ）
　⑶�　⑴について，辺 AB と等しい長さの辺を答えなさい。また，∠ABC

と等しい角を答えなさい。
� 辺（ 　　　　　　　 ）　角（ 　　　　　　　 ）

2 	（回転移動）　右の図の三角形 ABCを点Ｏを
回転の中心として矢印の方向に 40度回転させた
ときの図形を三角形 PQRとするとき，回転の中
心と頂点を結ぶ線分を考えて，線分 AOと等し
い長さの線分と∠AOCと等しい角を答えなさい。

　線分（ 　　　　　　　 ）　角（ 　　　　　　　 ）

3 	（対称移動）　次の問いに答えなさい。
　⑴�　下の図の三角形 ABC を直線 lを軸として，対称移動させてで

きる三角形 PQR をかきなさい。

　⑵�　⑴について，対応する点を結ぶ線分を考えるとき，線分 AP と
直線 lとの関係を答えなさい。�（ 　　　　　　　　　　　　 ）

1 �

⑶�

対応した点を結ぶ線分
を考えるとき，すべて
の線分の長さは等しく，
お互いは平行な関係に
なっている。

平行移動

平行移動，回転移動，
対称移動では，移動前
の図形と移動後の図形
で，対応する辺の長さ
や角の大きさは変わら
ない。

移動後の図形

2 �
点Aから点 Pへの移動す
る動きでは，中心が Oで，�
半径をOAの長さとした
おうぎ形（中心角 40度）
になっていることを確認
しよう。
∠AOC
　=∠POC－∠POA
　=∠POC－ 40°
∠POR
　=∠POC－∠ROC
　=∠POC－ 40°

3 �

対応した点を結ぶ線分
を考えるとき，対称の
軸lはその線分を垂直�
に 2 等分する。

対称移動

P

A

B
CO

R

Q

A

B

C

A l

B

C



学習日　　月　　日

注 �2010年春，2011年春に受験
する人は，この単元を学習
する必要はありません。

8 完全攻略　中1・2の総復習　数学8 完全攻略　中1・2の総復習　数学

6

●空間にある立体を平面に表現する手段
見取図，展開図，投

とう

影
えい

図
ず

など
●投影図

真正面から見
た図（立

りつ

面
めん

図
ず

）
と真上から見
た図（平

へい

面
めん

図
ず

）
を組にして示
す方法。

※かき方…�投影図をかくとき，実際に見える辺
は実線（　）で示し，立体の影になっ
て見えない辺は破線（　）で示す。

●球

� 立面図より，正面から見た形を，平面図より，上から見た形
をイメージして，立体の形を考える。

　①　立面図→長方形，平面図→円� � 円柱
　②　立面図→長方形，平面図→長方形� � 直方体
　③　立面図→円，平面図→円� � 球
　④　立面図→三角形，平面図→正方形� � 四角すい
　⑤　立面図→三角形，平面図→円� � 円すい
　⑥　立面図→長方形，平面図→三角形� � 三角柱
� � ⑴　③　　　⑵　②　　　⑶　①　　　⑷　④�

立面図と平面図だけで
は立体の形がよくわか
らないときは，横から
見た図（側面図）をつけ
加えて示すこともある。

横から見た図
　次の⑴～⑷の立体の投影図を下の①～⑥から選びなさい。
　⑴　球　　⑵　直方体　　⑶　円柱　　⑷　四角すい
①� ②� ③

④� ⑤� ⑥

投影図

　左の例題の⑥で表され
た投影図の見取図は次の
図１，図２のいずれです
か。正しい方に○をつけ
なさい。ただし，矢印の
方向から見ているものと
します。
図１　

　　　　 　（ 　　 ）
図２

　 　　　　（ 　　 ）

解答 p.16

6 立体の投影図
球の体積と表面積

重重
要 球の半径を rとすると

　体積 V ＝ 4
3 πr3　

　表面積 S ＝ 4πr2

�　三角柱の見取図と投影図

（
立
面
図
）
（
平
面
図
）

投影図見取図



正答数

15問中解答 p.16

�完全攻略　中1・2の総復習　数学 �完全攻略　中1・2の総復習　数学

1 	（投影図）　次の⑴～⑶の立体の投影図を完成させなさい。
　⑴　直方体　　　　　　⑵　立方体　　　　　⑶　円柱

2 	（球）　次の問いに答えなさい。ただし，円周率はπとする。
　⑴　半径 5cm の球の体積を求めなさい。
� （ 　　　　　　　 ）
　⑵　直径 4cm の球の体積を求めなさい。
� （ 　　　　　　　 ）
　⑶　半径 2cm の球の表面積を求めなさい。
� （ 　　　　　　　 ）
　⑷　直径 8cm の球の表面積を求めなさい。
� （ 　　　　　　　 ）
　⑸　表面積が 36πcm2 の球の半径を求めなさい。
� （ 　　　　　　　 ）
　⑹　体積が 36πcm3 の球の直径を求めなさい。
� （ 　　　　　　　 ）

3 	（円柱と球）　直径が 5cmの球と，その球がちょうどぴったりは
いる大きさの円柱があります。このとき，次の問いに答えなさい。

ただし，円周率はπとする。
　⑴　この球の表面積を求めなさい。
� （ 　　　　　　　 ）
　⑵　この球の体積を求めなさい。
� （ 　　　　　　　 ）
　⑶　この円柱の底面積を求めなさい。
� （ 　　　　　　　 ）
　⑷　この円柱の側面積を求めなさい。
� （ 　　　　　　　 ）
　⑸　この円柱の表面積を求めなさい。
� （ 　　　　　　　 ）
　⑹　この円柱の体積を求めなさい。
� （ 　　　　　　　 ）

1 �

実際に見えている部分
を実線，見えていない
部分を破線で表す（こ
れで，辺の位置関係が
わかる）。また，対応
している点は点線で結
んでおく。

投影図のかき方

2 �

⑸，⑹
球の表面積や体積と比べ
てみよう。

球の半径をrとすると�
表面積 S ＝ 4πr2

体　積 V ＝ 4
3 πr3

面積は2乗，体積は3
乗になることに注意（（ ））

球の体積と表面積

⑸�，⑹求める答えが，半
径なのか，直径なのか
に注意しよう。

3 �
円柱の高さが，球の直径
と等しくなる。



学習日　　月　　日

注 �2010年春，2011年春に受験
する人は，この単元を学習
する必要はありません。

10 完全攻略　中1・2の総復習　数学10 完全攻略　中1・2の総復習　数学

7

●用語
　与えられた資料をある区間に分けて，表にま
とめることを考える。
階
かい

�級
きゅう

…整理した１つ
１つの区間のこと。

階�級値…各階級の中
央の値のこと。

階�級の幅…各階級の
最大値から最小値をひいたもの。

分�布の範囲…資料の最大値と最小値の差。資
料の散らばりのようすを表す。

度
ど

数
すう

…各階級に入る資料の個数のこと。
度数分布表…階級に応じて，度数を整理した表。
代表値…資料の値全体を代表する値のこと。
メ�ジアン（中央値）…資料の値を大きさの順に

並べたときの中央の値のこと。資料の総数
が偶数のときは，中央にある 2 つの値の平

均値とする。
モ�ード（最

さい

頻
ひん

値
ち

）…資料でもっとも頻
ひん

繁
ぱん

に現れ
る値のこと。度数分布表では，度数がもっ
とも多い階級の真ん中の値。

●資料の整理の方法
①表にまとめる
　（度数分布表）
②ヒストグラム
　（柱状グラフ）
③度数分布多角形
　（度数折れ線。
　ヒストグラムの上の辺の中点を順に結ぶ。）

●相
そう

対
たい

度
ど

数
すう

相�対度数…各階級の度数の，全体に対する割
合を表し，小数で表す。

　相対度数＝
各階級の度数
全体の度数

7 度数分布，代表値（1）

  それぞれの階級の人数を「正」の字を使っ
　たりして，きちんと数え上げる。

　相対度数は各階級の度数
全体の度数 で求める。

  　⑵　6 ÷ 24 ＝ 0.25　   ⑴　7 人　⑵　0.25

階級の幅は意味のある
範囲で分ける。資料を
数え上げるときは，数
え落としのないように，
チェックしていく。

資料の整理のしかた
　下の数はあるクラスでの数学の点数を表しています。下の表に

まとめて，次の問いに答えなさい。

　80，57，78，82，95，56，58，73
　74，72，91，79，66，59，77，69
　53，91，83，74，60，71，55，96
⑴　点数が 80 点以上の人は何人いますか。
⑵　50 点以上 60 点未満の階級の相対度数を
　求めなさい。

資料の活用

　左の例題をヒストグラ
ムで表しなさい。

解答 p.16

8

4

0

（人）

（kg）35 40 45 50 55 60

度数分布多角形
ヒストグラム

階級（kg） 度数（人）
以上　　未満
35 ～ 40 3
40 ～ 45 4
45 ～ 50 5
50 ～ 55 7
55 ～ 60 4

計 23

階級（点） 度数（人）
以上　　未満
50 ～ 60
60 ～ 70
70 ～ 80
80 ～ 90
90 ～ 100

計

階級（点）度数（人）
以上　　未満
50 ～ 60 6
60 ～ 70 3
70 ～ 80 8
80 ～ 90 3
90 ～ 100 4

計 24

10

0

（人）



正答数

５問中解答 p.16

11完全攻略　中1・2の総復習　数学 11完全攻略　中1・2の総復習　数学

1 	（度数分布表）　次の資料は，A中学校 3年のある学級で，男子
全員の身長を測定した結果である。次の問いに答えなさい。ただし，

単位は cmである。
　　153，172，161，163，167
　　152，162，155，163，167
　　170，158，162，164，174
　　166，169，168，156，161
　⑴�　この資料を，右の度数分布表に整理しな�

さい。
　⑵�　160cm 以上 165cm 未満の階級の人数は，全体の人数の何％で

すか。� （ 　　　　　　　 ）

2 	（ヒストグラム）　右のヒストグラムは，
ある中学校の 3年生男子 40人の体重につ
いて調べたものである。このグラフにつ

いて，次の問いに答えなさい。

　⑴�　階級値が 62.5kg の階級にはいってい
る生徒の数を求めなさい。

� （ 　　　　　　　 ）

　⑵�　体重の軽い方から数えて 20 番目の生徒がはいっている階級の
相対度数を求めなさい。� （ 　　　　　　　 ）

3 	（相対度数）　右の表は，ある
中学校の 2年A組の生徒 40人と，
2年生全体 250人について通学距
離を調べ，その結果を度数分布

表にまとめたものである。この

表を用いて，同じ階級における

相対度数を比較するとき，2年 
A組の相対度数が 2年生全体の
相対度数より大きい階級の階級

値を求めなさい。 （ 　　　　　　　 ）

1 �

⑵割合（％）は
　�（階級の度数）÷（全体
の度数）× 100で求め
る。

　相対度数は
　�（階級の度数）÷（全体
の度数）を計算した値。

階級の以上，未満に注
意して，分類していく。

度数の分類

2 �

　�

3 �
それぞれの相対度数を求
めて，比較してみる。
解答は階級値で答えるこ
とに注意する。

階級は，整理した１つ
１つの区間のことで， 
階級値は，各階級の中
央の値のこと。また，
階級の幅は，各階級の
最大値から最小値をひ
いたものなので，区別
して覚えておくこと。

階級と階級値

相対度数＝（各階級の
度数）÷（全体の度数）
相対度数の合計はふつ
うは 1 になる。

相対度数

各階級の度数を上から
順にたしていって，各
階級までの度数の和の
こと。

累
るい

�積
せき

度
ど

数
すう

階級（㎝）

150～155
155～160

160～165

165～170

170～175

計

以上　　未満
度数（人）

20

10

5

0 35 40 45 50 55 60 65 70 75（㎏）

（人）

度　　数（人）

２年A組 ２年生全体

０　～　１

１　～　２

２　～　３

３　～　４

計

10

14

12

4

40

75

95

50

30

250

階　級（㎞）

以上　　 未満



学習日　　月　　日

注 �2010年春，2011年春に受験
する人は，この単元を学習
する必要はありません。

12 完全攻略　中1・2の総復習　数学12 完全攻略　中1・2の総復習　数学

8

●平均値
・�度数分布表から平均値を求めるとき，ある階

級に入っている資料の値はどれもその階級の
階級値をとるとみなして計算する。

・�仮平均を利用して計算すると，計算が簡単に
なる。

●測定値と近
きん

似
じ

値
ち

，有
ゆう

効
こう

数
すう

字
じ

測定値…長さなどを測って得られた値のこと。
近似値…真の値に近い値のこと。

誤差…近似値と真の値との差のこと。
有�効数字…測定などによって得られた近似値

を表す数のうち，信用できる数字のこと。
その数字の個数を有効数字のけた数という。

有効数字の表し方
「（整数部分が1けたの小数）×（10の累乗）」

�　測定値が 4475mm のとき

　　有効数字 3 けたで表すと，4.48 × 103mm

　　有効数字 2 けたで表すと，4.5 × 103mm

  1 人 1 人の記録ののびは，その人の入っている階級の階級値
で考える。階級値はその階級内の中央だから，それぞれ 1，3，5，7，
9 となる。

 （1 × 1 ＋ 3 × 4 ＋ 5 × 3 ＋ 7 × 7 ＋ 9 × 5）÷ 20 ＝ 6.1
�   6.1cm

階級�値…各階級の中央
の値のこと。

階級�の幅…各階級の最
大値から最小値を
ひいたもの。

最
さい

頻
ひん

�値
ち

（モード）…度数
分布表では，度数
がもっとも多い階
級の真ん中の値。

度数分布表の読み取り

平均値の求め方，近似値

　左の１について，次の
問いに答えなさい。
⑴　階級の幅
� （ 　　　　　　　 ）
⑵　最頻値
� （ 　　　　　　　 ）
⑶ 　平均値と最頻値を比 
べて，気づいたことを
書きなさい。

�

解答 p.16

8 代表値（2），近似値

解法１

  ⑴　真の値の範囲を考える。
  ⑵　考えられる真の値で，いちばん離れているのが 1.45 だ

から，1.5 － 1.45 ＝ 0.05�   ⑴　1.45 ≦ x＜ 1.55　　⑵　0.05

解法２
　ある数 xの小数第 2位を四捨五入したら 1.5になった。次の問
いに答えなさい。

⑴　xの値の範囲を不等号を使って表しなさい。
⑵　誤差の絶対値は大きくてもどのくらいですか。

　右の表は，ある中学校のバレーボール

部員 20人について，4月と 9月に測定
した垂直跳びの記録からそののびをまと

めたものである。この表から，記録のの

びの平均値を小数第 1位まで求めなさい。

記録ののび（cm）人数（人）
以上 未満

0 〜 2 1
2 〜 4 4
4 〜 6 3
6 〜 8 7
8 〜 10 5

計 20



正答数

８問中解答 p.16

13完全攻略　中1・2の総復習　数学 13完全攻略　中1・2の総復習　数学

1 	（度数分布表）　右の表は，ある学級の男
子の生徒全員の懸

けん

垂
すい

の記録を度数分布表に表

したものである。

　　このとき，この学級の男子の懸垂の回数の

平均を，四捨五入して，小数第 1位まで求め
なさい。また，メジアンとモードを求めなさい。

� 平均（ 　　　　　　　 ）
� メジアン（ 　　　　　　　 ）
� モード（ 　　　　　　　 ）

2 	（平均）　下の表は，ある学級の男子の体重の度数分布表をもと
にして，平均を求めるために作ったものである。空欄ア，イ，ウに

あてはまる数を求めなさい。また，体重の平均を小数第 1位まで求
めなさい。

ア（ 　　　　　　　　　　　 ） 
イ（ 　　　　　　　　　　　 ） 
ウ（ 　　　　　　　　　　　 ）

� 体重の平均（ 　　　　　　　　　　　 ）

3 	（有効数字）　2地点間の距離を測ったら 2560mだった。有効数
字 3けたで，この距離を表しなさい。

� （ 　　　　　　　　　　　 ）

1 �

メジ�アン（中央値）…資
料の値を大きさの
順に並べたときの
中央の値のこと。

モー�ド（最頻値）…資料
でもっとも頻

ひん

繁
ぱん

に
現れる値のこと。
度数分布表では，
度数がもっとも多
い階級の真ん中の
値。

メジアン，モード

2 �

仮平均を 52.5kgと考え
ると（47.5kgでもよい），
階級値 差 差×度数
42.5 －10 －40
47.5 －5 － 35
52.5 0 0
57.5 ＋5 ＋15
合計 －60
平均は基準の 52.5kgよ
り，－60÷ 20＝－3ずれ
るので，52.5－ 3＝ 49.5
（kg）となる。

3 �

基準（仮平均）を考えて，
「階級値と基準との差」
と「階級値と基準との
の差×度数」を利用し
て求めることもできる。

仮平均

「（整数部分が 1 けたの
小数）×（10 の累乗）」
の形で表す。

有効数字

懸垂の記録
回　数
（回）

度　数
（人）

2 １
3 0
4 3
5 6
6 5
7 4
8 2
9 1
計 22

階　級
（㎏）

度数
（人）

階級値
（㎏） 階級値×度数

以上 未満

40.0 〜 45.0 4 42.5 170.0
45.0 〜 50.0 7 ア イ
50.0 〜 55.0 6 52.5 315.0
55.0 〜 60.0 3 57.5 172.5

計 20 ウ



アドバイスアドバイス

14 完全攻略　中1・2の総復習　数学14 完全攻略　中1・2の総復習　数学

実 戦 テ ス ト実 戦 テ ス ト 時
間

得点

100点解答 p.16

合格目標75点

20分

1 �（不等式）　ある学校で，野球の試合の応援のため，生徒をバスで運ぶことにした。いま，
55人乗りの大型バスをある台数使うと，生徒が全員乗っても，なお 15人分の空席ができる
という。また，30人乗りの中型バスを使うと，大型バスの台数より 7台多くしても全員は
乗れないが，さらに 1台多くすれば，全員乗れて空席もできるという。大型バスの台数を x
台として，xについての不等式を 2つつくりなさい。 15点×2（30点）〈福井〉

� （ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

2 �（投影図）　右の図は，1辺が 4cmの立方体を 1つの平面で切って
できた立体の投影図である。この投影図に示した立体の体積を求めな

さい。 （25点）〈滋賀〉

� （ 　　　　　　　　 ）

3 �（度数分布表）　ある学級の女子生徒は全員で
20人である。右の表は，これらの女子生徒全員
の身長について調べた結果を，階級ごとにまと

めたものである。この表について，次の問いに

答えなさい。 15点×3（45点）〈愛媛〉

　⑴　上の表の ア にあてはまる数を書きなさい。
� （ 　　　　　　　　 ）
　⑵　身長が 155㎝以上の生徒の人数は全体の何パーセントですか。
� （ 　　　　　　　　 ）
　⑶�　この学級で，身長が 145㎝以上 150㎝未満の階級にはいる女子生徒が１人転校して行き，

身長が 160㎝以上 165㎝未満の階級にはいる女子生徒が 1 人転校して来た。この結果，こ
の学級の女子生徒全員の身長の平均値はいくらになりましたか。

� （ 　　　　　　　　 ）

1 　まず，生徒の人数を xで表す。
2 　見取図をかいて考える。求める立体は三角柱になる。

（
平
面
図
）

（
立
面
図
）

4cm

4cm

4cm

身長（㎝） 階級値（㎝）度数（人）（階級値）×（度数）
以上　　　未満
140 ～ 145 142.5 1 142.5
145 ～ 150 147.5 3 442.5
150 ～ 155 152.5 5 762.5
155 ～ 160 157.5 6 945.0
160 ～ 165 162.5
165 ～ 170 167.5 ア 335.0

計 20 3115.0



1�完全攻略　中1・2の総復習　数学 1�完全攻略　中1・2の総復習　数学

数の集合と四則� 本冊p.2数の集合と四則�数の集合と四則�1
解答と解説

■基本問題■

大小関係を表す式� 本冊p.3大小関係を表す式�大小関係を表す式�2
■基本問題■

比と比例式� 本冊p.4比と比例式�比と比例式�3
■基本問題■

図形の移動� 本冊p.6～p.7図形の移動�図形の移動�5

■基本問題■

確認問題

変化と関数� 本冊p.5変化と関数�変化と関数�4
■基本問題■

1 �

2 � ⑴�3　　　
⑵�3，－7，0
⑶�3，－7，0.5，4

7，－3.2，0，－0.08，－ 1
3

加� 法 減� 法 乗� 法 除� 法
自然数 ○ × ○ ×
整　数 ○ ○ ○ ×
分　数 ○ ○ ○ ○

加� 法 減� 法 乗� 法 除� 法
自然数 ○ × ○ ×
整　数 ○ ○ ○ ×
分　数 ○ ○ ○ ○

1 � ⑴�3a＋ 5＞ 300� ⑵�a＋ b＜ 4
　⑶�2x＞ y＋ 6
2 � ⑴�x≧ 8　　　⑵�4a－ 3≦ 12
　⑶�2m－ 10＜ n
3 � ⑴�3x＋ 5y＜ 500　⑵�100－ 5a＞ 0

　⑶� 200
a ＞ b

1 � ⑴�3：4 ⑵�1：5
　⑶�5：12� ⑷�2：1

2 � ⑴� 4
9 　　⑵� 2

3 　　⑶�3　　⑷� 8
9

3 � ⑴�x＝ 3
2 � ⑵�x＝ 0.8

　⑶�x＝ 12� ⑷�x＝ 0.9

1 � ⑴

　⑵�長さが等しい線分
　　 　　　　　…線分 BQ，線分 CR
　　 平行な線分…線分 BQ，線分 CR
　⑶�辺…辺 PQ　　　
　　�角…∠PQR
2 � �線分…線分 PO
　　�角…∠POR
3 � ⑴

　⑵�直線lは線分APを垂直に 2等分する。

� ②�

� ③�

　⑵�①，②，③
2 � ①，②，④，⑤，⑦

x －3 －2 －1 0 1 2 3
y 9 7 5 3 1 －1 －3
x －3 －2 －1 0 1 2 3
y 9 7 5 3 1 －1 －3

x －3 －2 －1 0 1 2 3
y 18 8 2 0 2 8 18
x －3 －2 －1 0 1 2 3
y 18 8 2 0 2 8 18

（例）�さらに，頂点 P を回転の中心として
時計回りに 90 度回転移動させてから，
直線 PQ を対称の軸として対称移動す
る。

A

B

C

P

Q

R

1 � ⑴�①� x 1 2 3 4 5 6 7
y 3 6 9 12 15 18 21
x 1 2 3 4 5 6 7
y 3 6 9 12 15 18 21

A

B

C

P

Q

R

l
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立体の投影図
球の体積と表面積�本冊p.8～p.9
立体の投影図立体の投影図
球の体積と表面積球の体積と表面積6

■基本問題■

確認問題

度数分布，代表値（1）�本冊p.10～p.11度数分布，代表値（1）度数分布，代表値（1）7
確認問題

■基本問題■

代表値（2），近似値�本冊p.12～p.13代表値代表値8

■基本問題■

確認問題

実戦テスト� 本冊p.14

●実戦テスト●

1 � ⑴�　　　　⑵�　　　　　⑶�　　　　

2  ⑴ 500
3 πcm3 ⑵ 32

3 πcm3 ⑶ 16πcm2

　⑷ 64πcm2 ⑸ 3cm ⑹ 6cm

3  ⑴ 25πcm2 ⑵ 125
6 πcm3

　⑶ 25
4 πcm2 ⑷ 25πcm2

　⑸ 75
2 πcm2 ⑹ 125

4 πcm3

図１に○

3 � 円柱の底面の直径は 5cm，高さは 5cm に
なる。円柱の表面積は，底面積（直径が 5cm
の円の面積が 2 つ）と側面積（直径が 5cm の
円周の長さ×高さ 5cm）の和で求める。

50 60 70 80 90 100 （点）

10

0

（人）

1  ⑴ （上から）2，3，7，5，3　 ⑵ 35%
2 � ⑴�5人　　⑵ 0.25
3  2.5km

1 � 平均…5.8回　　メジアン…6回
　モード…5回
2 � ア 47.5　　イ 332.5　　ウ 990
　体重の平均…49.5kg
3 � 2.56× 103m

⑴�2cm　　⑵�7cm
⑶（例）この度数分布の場合は最頻値が平均

値とはずれている分布である。

1 � 求める平均は，（回数）×（度数）の合計を全
体の度数 22 でわればよい。

3 � 有効数字は「（整数部分が 1 けたの小数）×
（10 の累乗）」で表す。

1  30（x＋ 7）＜ 55x－ 15
 55x－ 15＜ 30（x＋ 8）
2  32cm3

3  ⑴ 2　　⑵ 55%　　⑶ 156.5cm

1  生徒の人数は（55x－ 15）人になる。
2  求める立体は立方体を半分にした三角柱に

なる。
3 � ⑴�　335.0 ÷ 167.5=�2（人）
　⑶�　改めて，（階級値）×（度数）の部分の合

計を求める。（142.5 ＋ 147.5 × 2 ＋ 762.5 ＋
945.0＋162.5×4＋335.0）÷20＝156.5（cm）

2 � ⑵求める階級は 50kg 以上 55kg 未満。
3 � 2 年 A 組の相対度数は上から「0.25，0.35，

0.30，0.10」，2 年生全体の相対度数は上から
「0.30，0.38，0.20，0.12」となる。


